
日独学生ワークショップ

人文学研究のグローバルな
地平を目指して

10：00～10：10　開会の挨拶
10：10～12：50　午前の部

10：10～10：50　Rusev, Kiril（Osaka University）
　Analyzing Capitalism in Prewar Japan: The Case of Yamada Moritaro（英語）
10：50～11：30　Wallner Dominik（Universität Heidelberg）
　「神が自分を語る・アイヌのカムイユカラ」（日本語）
11：30～12：10　Fujita, Hiroaki（Osaka University）
　Involvement of Generals in Athenian Politics during B.C. 4th Century（英語）
12：10～12：50　Quaas, Alexander（Universität Heidelberg）
　「日本における移民政策と住居移転の自由の規範」（日本語）

12：50～14：20　昼食（カフェテリア宙）
14：20～17：50　午後の部

14：20～15：00　Munemura, Atsuko（Osaka University）
　 Policy of Job Color Bar in South African Pact Government: the Case of Rand 

Mine（英語）
15：00～15：40　Meßmer, Pascal（Universität Heidelberg）
  「サラリーマン川柳・非雇用者の私的な声・歴史、詩作、翻訳」（日本語）
16：00～16：40　Yamamoto Kohei（Kyoto University）
 　What Drove the Lysenko Controversy in Japan?: From a Sociological Point of 

View（英語）
16：40～17：20　Bartels, Nora（Universität Heidelberg）
　「『新戯作者』井上ひさしと江戸文学」（日本語）
17：20～17：50　総括討論

17：50～17：55　閉会の挨拶
18：00～19：30　懇親会（カフェテリア宙）

日時：2012年3月27日（火）
場所：大阪大学豊中キャンパス

スチューデントコモンズ　開放型セミナー室（入場無料）

主催：日独大学コンソーシアム人文社会系部会
共催：大阪大学国際企画推進本部

プログラム

＊ドイツの大学の発表者は日本語、日本の大学の発表者は英語で発表を行います

問い合わせ先：大阪大学文学研究科 竹中研究室（06-6850-5676）


